
（第29号）

88月の外来診察日程月の外来診察日程

循環器内科
午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日と金曜日

消化器内科
午前　月曜日から金曜日
午後　火曜日と水曜日

呼吸器内科
午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月曜日から金曜日

整 形 外 科 午前　月曜日から金曜日

小 児 科 午前　月曜日から金曜日

泌 尿 器 科
午前　月曜日から金曜日
午後　水曜日

精 神 科
午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月曜日から金曜日

耳鼻咽喉科
午前　８日・９日・２２日・２３日
午後　８日・２２日

眼 科
午前　木曜日
午後　１日・１５日・２２日

皮 膚 科 午前　火曜日　

神 経 内 科 　　　２４日

診
療
科
に
よ
っ
て
、曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。御
確
認
く
だ
さ
い
。

受付 午前8時から11時30分（初診の方は、９時から）
時間 午後1時から2時30分

※診療日は、予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院に確認の上、受診してください。
・看護職員募集のお知らせ：臨時看護師職員を常時募集しております。52-0036（内線202）藍

あい

葉
ば

　（離職した方でも、正職員として再就職可能です。）

｜

裁
判
員
裁
判
と
刑
事
弁
護
①

｜
新任医師紹介（４月から変わりました）

整形外科：池
いけ

田
だ

　康
やす

利
とし

 医師
出身地：北海道中川郡本別町　前任地：滝川市立病院
専門分野：整形外科一般、骨折などの外傷治療、
　　　　　膝関節脊椎
趣味：サッカー
　４月から北海道立江差病院に赴任した整形外科の池田
康利です。３月までは中空知の滝川市立病院で勤務して
おりました。滝川市では雪の多さに驚きましたが、江差
に来てからは風の強さに驚いております。整形外科ではいろいろな関節や腰
痛に対し、診察をさせていただいております。日常生活でのそのような疼痛
や機能の障害により、お困りの方がいらっしゃいましたら、お気軽にご相談
してください。

▼
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
先
日
、
初

め
て
か
も
め
島
祭
り
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

江
差
に
来
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

過
去
２
年
は
出
張
な
ど
と
重
な
っ
て
行

け
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
こ
そ
行
こ
う
と

思
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

　

暑
い
中
、
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
芝
生

に
寝
転
が
る
の
は
と
て
も
い
い
気
分
で
し

た
。

▼
さ
て
、
弁
護
士
に
な
っ
て
、
最
も
よ
く

聞
か
れ
る
質
問
の
一
つ
が
、「
ど
う
し
て

悪
い
人
、
犯
罪
者
の
弁
護
を
す
る
の
で
す

か
」
と
い
う
も
の
で
す
。
確
か
に
、
テ
レ

ビ
な
ど
を
観
て
い
る
と
、「
こ
ん
な
悪
い

人
間
の
弁
護
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
」

と
思
え
る
よ
う
な
事
件
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

▼
刑
事
弁
護
が
必
要
な
理
由
と
し
て
最
も

大
切
な
の
は
、
や
は
り
、
何
の
罪
も
な
い

人
が
、
万
が
一
に
も
犯
罪
者
と
し
て
罰
せ

ら
れ
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
、つ
ま
り
、

冤え
ん
ざ
い罪
を
防
ぐ
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。

▼
こ
の
ほ
か
に
も
、
刑
事
弁
護
の
意
義
と

い
う
の
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
紙
面

の
関
係
で
、
ま
た
次
回
話
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

▼
さ
て
、
実
は
、
６
月
１
日
付
で
、
八

雲
駅
前
に
「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務

所
」
が
開
設
さ
れ
、
森も
り
た
り
ょ
う
ど
う

田
了
導
弁
護
士

が
着
任
し
ま
し
た
（
電
話
番
号
は
０
５
０

－

３
３
８
３

－

８
３
６
６
）。
こ
れ
か
ら
、

力
を
合
わ
せ
て
檜
山
・
渡
島
北
部
の
法
的

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０

－

３
３
８
３

－

５
５
６
３
ま
で
！

（
法
テ
ラ
ス
江
差　

弁
護
士　

中
野
宏
典
）

　熱中症について熱中症について
　熱波により高齢者などが起こすものや幼児が高温環境（日差
しの強い日に車中に置き去りなど）で起こすもの、スポーツ活
動中に起こすものもあります。「暑い環境下で起きる」という
印象があると思われますが、スポーツなどの活動中においては、
体内の筋肉が大量の熱を発することや、脱水による影響などで寒くても症状
が出る恐れがあります。症状としましては、四肢や腹筋などに痛みをともなっ
た痙攣、めまい感、疲労感、虚脱感、頭重感（頭痛）、失神、吐き気、嘔吐、
意識障害、おかしな言動や行動、過呼吸、ショック症状などです。予防法は、
こまめに水分補給をすることです。水よりも食塩水、もしくは少量の糖分を
加えると吸収スピードが良くなります。スポーツ・ドリンクなどが良いですが、
含有している糖分がショ糖だと一時的に高血糖となり逆に疲労を助長する事
がありますので、果糖を含んでいるスポーツ・ドリンクが最適です。

　乳幼児医療費について乳幼児医療費について
　７月から乳幼児医療費助成の取り扱いを始めました。（乳幼児医療費受給者
証を会計窓口にご提示くださいますようお願いいたします）
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